
令和７年度 都城市立西中学校 第【 ３ 】回学校運営協議会報告書 

日 時 令和７年１２月４日（木）  １９時００分～２０時００分 

場 所 西中学校 会議室 

参加者 

委 員 赤塚 隆志、森山 和江、下原 政広、川﨑 和也、濱畑 愛、森山 数也、小山田 誠 

事務局 衛藤 卓哉、横山 健二 

その他  

会次第 

１ 開会のことば 

２ 都城市民憲章朗読 

３ 学校運営協議会会長あいさつ 

４ 学校長あいさつ 

５ 学校の現状と課題（説明） 

  ・働き方改革について（説明・協議） 

６ 学校評価項目についての検討 

７ 今後の取組について 

８ 支援ボランティア等の提案 

９ 質疑応答 

１０ 閉会のことば 

協議内容 

１ 学校の現状と課題 

 ◯ スポーツ、文化面での活躍あり。県学生栄誉賞受賞者もあり。 

〇 オープンスクールディの定期的な実施→アンケートフォームの結果をフィードバック 

→学校運営の改善につながっている。 

〇 全体的には落ち着いて学校生活を過ごせている。一部に落ち着かない状況もあり。 

 〇  地域貢献（さくらの森：スポーツゴミ拾い、ごみゼロ運動、その他地域ボランティア等） 

地域行事（夏まつり、横市地区まつり、福祉まつり等）の生徒の参加機会が増えた。 

〇 あいさつが活発→区に枠を広げ、毎月第一週に横市地区あいさつ運動強化週間を実施 

● 学力は、学年・個人による差が大きい。（個に応じた指導の工夫・改善が必要） 

→本校が取り組んでいる ICT・UDL学習指導法の工夫のさらなる推進が課題 

● １学期交通事故→２学期より、警察・地域の見守り隊の協力→今のところ事故等なし 

→見守りの実施報告・感想をフォームで集計→職員や生徒への情報提供・指導に活用 

● SNS・人間関係トラブル・いじめを訴える事案あり（未然防止、初期対応、見守り強化） 

→SNS・人間関係のトラブルなど人間に関わるテーマを題材とした道徳の授業、それ以

外での啓発活動（保護者に向けても）の機会をさらに充実させる。 

● 不登校・不登校傾向の生徒が多い。（SSR：さくらサポートルーム開設） 

→スプリング教室・青空ラボ以外のフリースクールとも連携が必要 

→次年度に向けて都原児童館の図書室も活用させていただく方向で検討中 

→スクールソーシャルワーカー、大学生、地域人材によるサポート支援を検討 

２ 学校評価について 

 ◯ 項目検討～フォームでのアンケート実施 

視点：学校経営ビジョン実現のための具体的な取組 

 ・豊かな心の育成のための手立てについて  

・基礎的・基本的な生活習慣の定着のための手立てについて 

 ・学習意欲の向上のための手立てについて 

 ・学校運営協議会や地域社会との連携について 

３ 運営協議会委員からの意見等（今後の課題含む） 

  ・保護者への啓発活動など工夫はできないか？ 

・交通ルールについて（確認）、地区内の危険個所について 

・次年度の教育課程編成に向けての意見（文化発表会・体育大会の実施時期、新校時程） 

その他 

※ 令和７年度「みやざきの教育に関する調査」のアンケート回答について、学校運営協議会

メンバーに働きかけた。また、三菱UFJリサーチ＆コンサルティング会社からのコミュニテ

ィー・スクール調査への回答を依頼した。 



 


